
マイタケの生育方法、乾燥方
法および抽出方法における薬
理活性画分の変化について

（株）雪国まいたけ/（学）新潟
薬科大学/（学）中部大学

10:20
▼

10:45

免疫機能改善のため
の新技術と機能性食品

（株）ケーナインラボ

10:20
▼

10:45

水田における土壌撹拌-排
水処理による放射性セシ
ウム除去技術の開発（水に
よる土壌撹拌・除去技術）
農地の物理的除染技術体系
グループ

10:20
▼

10:45

機能性タマネギの開
発と地域ブランド化

（有）植物育種研究所
（北海道大学ベンチャー）

10:55
▼

11:20

カビを水洗できるコー
ティング技術／ジーン
バンクの紹介（仮）

（独）農業生物資源研究所

10:55
▼

11:20

高信頼無線通信を用
いた無線知的制御ク
ラウドシステム
静岡アグロスコープ協議会

10:55
▼

11:20

大麦力！おいしく食
べて健康に
埼玉大麦食品普及・食の
モデル地域実行協議会

11:30
▼

11:55

低コスト・高生産性農
業のためのセンシン
グと栽培技術 

（株）同位体研究所　

11:30
▼

11:55

地球温暖化によりリ
ンゴの品質に長期的
な変化が起きている

（独）農研機構　果樹研究所

11:30
▼

11:55

エネルギーの地産地
消を促進するマイク
ロ水力発電

（公）石川県立大学

13:00
▼

13:25

セミナー3
革新的技術緊急展開事業の
紹介
（独）農研機構「革新的技術実
証事業」運営委員会
農業産業化ジャパンクオリ
ティ・システム形成に向けた革
新的生産技術体系の確立
デザイナーフーズ（株）
青切り用調製機を導入したタ
マネギの省力収穫・調製体系
の確立
香川県農業試験場
マルドリ方式・ICTなどを活用
した省力的な高品質カンキツ
安定生産技術体系とその実
現のための傾斜地園地整備
技術の実証
（独）農研機構近畿中国四国
農業研究センター
ICTを用いたシカ、イノシシ、
サルの防除、捕獲、処理一環
体系技術の実証
三重県農業研究所
コンテナ苗を活用した低コス
ト再造林技術の実証研究
(独)森林総合研究所
脱Cdイカ内臓飼料の最適化
による高品質ブリ養殖の実証
（国）愛媛大学南予水産研究
センター

13:00
▼

15:00

完熟大果イチゴの超
高品質流通技術の開
発

（国）宇都宮大学

13:00
▼

13:25

新潟大学の食研究の紹
介と災害食の取り組み

（国）新潟大学　地域連携
フードサイエンスセンター

13:35
▼

14:00

間欠冷蔵処理による
イチゴの花芽分化促
進技術

（国）岡山大学農学部

13:35
▼

14:00

伊 賀 市 菜 の 花プロ
ジェクトの歩み

（国）三重大学　社会連携研究セン
ター　伊賀研究拠点　／　伊賀
市菜の花プロジェクト推進協議会

14:10
▼

14:35

農作業の軽労化を支
援するパワーアシス
トスーツ
（国）和歌山大学

14:10
▼

14:35

瞬間的高圧による低
コスト高品質米粉製造
システムの商業生産
技術の普及について
沖縄工業高等専門学校

14:45
▼

15:10

新規の微生物検出ア
ルゴリズムに基づいた
選択培地の開発と応用

（株）リバネス

14:45
▼

15:10

地域食資源の高付加
価値化に向けた工学
的研究

（国）北見工業大学

15:20
▼

15:45

①牛の咀嚼計と加速
度計から行動及び姿
勢を判別
②高濃度有機性汚水
を低コストで浄化で
きるハイブリッド伏流
式人工湿地ろ過シス
テム
③定植前のネギ苗へ
のリン酸施用はネギ
増収とリン酸節約を
可能にする
④土壌伝染病の発生
抑制効果を付与する
育苗法

(独)農研機構　東北農
業研究センター

15:10
▼

16:50 農家が考えた食電併産
安心農業とエネルギー
自給ファームの将来像
須坂市スマートアグリソー
ラー研究会

15:20
▼

15:45

農作物を医療の現場へ
（アロマセラピーとガー
デンセラピー）

（学）昭和大学医学部顕微
解剖学教室

15:55
▼

16:20

機能性給茶機「リッチ
プラス」のご紹介
(独)農研機構　食品総
合研究所

15:55
▼

16:20

衣から医へ ～カイコ・
シルクの新たな利用
法～（仮）

（独）農業生物資源研究所

16:30
▼

16:55

抗アレルギー効果が
実証されたチシャトウ
大森ヘルスケア（株）　

10:20
▼

10:45

10:20
▼

12:00

硝子封止したLED補
光光源の植物育成へ
の応用

（株）ルミナスジャパン

10:20
▼

10:45

自然生態系保全を目
的とした治山・緑化資
材の開発

（独）森林総合研究所　

10:55
▼

11:20

家畜飼養施設の微生物
汚染低減に向けた安全
性の高い殺菌・消毒シ
ステムの提案
静岡県畜産技術研究所

10:55
▼

11:20

日向夏搾汁残渣を用い
た飲料の実用化開発
宮崎県農協果汁（株）/

（国）宮崎大学/
（学）崇城大学

11:30
▼

11:55

農業の現在と未来を考
える中での農業情報
サービスを起点とする
ICT・センシング戦略

（一社）ALFAE

11:30
▼

11:55

茶成分「テアフラビン」
の実力

（公財）静岡県産業振興
財団　フーズ・サイエン
スセンター

13:00
▼

13:25

害虫駆除から制虫へ
－害虫の行動を制御
して被害を防ぐ－

（独）理化学研究所

13:00
▼

13:25

光合成速度、蒸散速
度等の速度変数を基
にした環境制御技術

（国）千葉大学

13:35
▼

14:00

ワクモ集積装置によ
る採卵鶏農家の被害
低減に向けた研究

（国）香川大学

14:10
▼

14:35

バイオマス再資源化
装置の開発

（公財）高知県産業振興
センター

13:35
▼

14:00

プラズマ殺菌/消毒
技術により農産物/
食品の汚染や品質劣
化を防ぐ

（国）佐賀大学

14:10
▼

14:35

福島県での近畿大学
の取り組みについて

（学）近畿大学

14:45
▼

15:35

食材の美味しさと健
康成分を増大させる
光照射乾燥・貯蔵法

（学）八戸工業大学

14:45
▼

15:10

ニホンジカと列車と
の衝突事故防止を目
指して

（国）岩手大学

15:45
▼

16:10

プラズマ殺菌技術を駆
使した高付加価値農作
物を栽培するプラズマ
農法「プラズマアグリ」

（国）東北大学

15:20
▼

15:45

界面前進凍結濃縮法
を用いてあらゆる果汁
からワインをつくる！

（公）石川県立大学

16:20
▼

16:45

13:00
▼

14:55

13:00
▼

14:00

エルゴチオネインの
機能性と家畜用飼料
への応用
アイシン共聴開発（株）・

（国）東京海洋大学

14:10
▼

14:35

セミナー3
革新的技術緊急展開事業の紹介
（独）農研機構「革新的技術実
証事業」運営委員会
イアコーン等自給濃厚飼料活用
型低コスト家畜生産体系の実証
（独）農研機構北海道農業研究
センター
効率的な家畜管理・草地管理法
導入による公共牧場および繁殖
農家の生産性向上技術の実証
（独）農研機構畜産草地研究所
肉用鶏生産者収益を向上させ
る革新的鶏舎LED光線管理技
術の実証
（国）神戸大学大学院
ゲノム解析及び地域資源を活用
した『長州黒かしわ』の効率的、
省力的な生産技術体系の確立
山口県農林総合技術センター
サトウキビの安定・多収栽培技
術の実証と高バイオマス量サ
トウキビの生産性評価
(独）農研機構九州沖縄農業研
究センター
道産米の国際競争力強化と持続
的輪作体系の両立に向けた実証
（独）農研機構北海道農業研究
センター
農業生産法人が実証するス
マート水田農業モデル
～IT農機・圃場センサー・営農可視
化・技術継承システムを融合した
革新的大規模稲作営農技術体系
の開発実証～
（国）九州大学大学院

14:45
▼

17:00

植物工場等に利用可能
な世界初の太陽熱エネ
ルギー利用システム

（国）九州大学大学院　
機械工学部門　スマート
熱システムプロジェクト

15:55
▼

16:20

島根の”味の縁結び”
「出雲おろち大根」の
育成と地域普及

（国）島根大学農林水産業
の六次産業化プロジェクト
センター

16:30
▼

16:55

大豆を毎日食べる人
を倍増させる郵送検
診『ソイチェック』

（株）ヘルスケアシステム

10:20
▼

10:45

有機質肥料活用型養
液栽培システム

（独）農研機構　野菜茶
業研究所

10:20
▼

10:45

草本系バイオマス資
源作物エリアンサス

（独）農研機構畜産草地
研究所

10:55
▼

11:20

産学官連携による畜
産バイオマスを有効
利用する製品開発
NPO法人ぐんまテクノ
サポーターズ　

10:55
▼

11:20

スーパー万能釜によ
る発芽玄米酵素ご飯
について

（株）イイノ研

11:30
▼

11:55

太陽光エネルギーを蓄
熱利用するイチゴ省エ
ネシステムの性能評価
攻めのイチゴ生産実証コ
ンソーシアム ＆ 施設園芸
省エネ協議会

11:30
▼

11:55

加工歩留まりの高い
縦長タマネギ「カロ
エワン」

（独）農研機構　北海道
農業研究センター

13:00
▼

13:25

スルメイカ鮮度保持
技術の現場への導入

（独）水産総合研究セン
ター

13:00
▼

13:25

大学発：バイオマスの
多方面への利用
もみ殻循環プロジェクト
チーム

13:35
▼

14:00

農業参入・就農の多
様なルートと担い手
の支援システム

（独）農研機構　中央農
業総合研究センター

13:35
▼

14:00

高度なものづくりを支
える人材育成と地域産
業界等との連携の取組

（独）高齢・障害・求職者雇
用支援機構

13:35
▼

14:00

日向夏ジュースが閉
経後女性の骨代謝に
及ぼす影響
一丸ファルコス（株）/

（国）宮崎大学/（学）崇城大学

14:10
▼

14:35

自然光を利用した低価
格水耕栽培システム

（学）明星大学

14:10
▼

14:35

秋田県におけるラズ
ベリーの産地形成と
果実障害回避技術の
確立

（公）秋田県立大学

14:45
▼

15:10

農業ICT研究・開発の
ためのセンサーから
の視点

（国）三重大学大学院生
物資源学研究科

14:45
▼

15:10

中小規模園芸ハウス
を対象とした複合エ
コ環境制御技術の開
発状況

（国）高知大学

15:20
▼

15:45

①細菌鋳型の迅速作
製技術を応用した食品
分析用センサの開発
②ユーカリ葉抽出物
の果糖吸収抑制作用
および抗肥満作用

（公）大阪府立大学
（工学研究科／生物資
源開発センター）

14:40
▼

15:30

高い変性温度と高い強
度の新コラーゲン素材

（国）東京工業大学　
田中・生駒研究室

15:40
▼

16:05

我が国農林水産物の輸
出を大幅に伸ばすため
に不可欠な細胞を生か
したCAS冷凍技術
NPO法人元氣農業開発機構

15:20
▼

15:45

日本農業の原点、自
然農法に戻すには
環境農業資材協議会

16:30
▼

16:55

14:20
▼

16:30

表彰

平成26年度（第
15回）民間部門
農林水産研究開
発功績者表彰

平成26年度（第
10回）若手農林
水産研究者表彰

農林水産業・食品産業
科学技術研究推進事業
研究成果発表会2014
農林水産業・食品産業科学技
術研究推進事業研究成果発
表の説明
農林水産省農林水産技術会議
事務局研究推進課産学連携室
北日本の米作りと新しい商品
開発を支える水稲新品種を開
発しました
（地独）北海道立総合研究機構
ヒメトビウンカの海外からの
飛来を予測する実運用情報
提供システム
（独）農研機構九州沖縄農業
研究センター
縞萎縮病に強く、麦芽の溶け
が適正なビール大麦の育成
栃木県農業試験場
盛夏に新蕎麦が賞味できるソ
バ春まき栽培
（独）農研機構九州沖縄農業
研究センター

13:00
▼

17:00

農林水産業・食品産業
科学技術研究推進事業
研究成果発表会2014
自給飼料増産のための飼料
作物品種の開発
（独）農研機構北海道農業研
究センター
高泌乳牛における泌乳持続性
と繁殖機能改善を図る新たな
周産期栄養管理技術の開発
（国）広島大学大学院
イソマルトメガロ糖の生産技
術開発・生理作用評価・ナノ素
材構築
（国）北海道大学
きのこの有用変異形質を有す
る品種の育種と遺伝子情報を
活用した変異検出系の開発
（国）鳥取大学
シイタケ原木栽培における放
射性セシウムリスクの低減技
術の開発
（独）森林総合研究所
林業被害軽減のためのニホン
ジカ個体数管理技術の開発
（独）森林総合研究所
スギ・ヒノキ花粉症対策品種
の効果的な普及に向けた取り
組みの現状と対策
神奈川県自然環境保全センター
安全な間伐作業を実現する
遠隔操作型伐倒マニピュレー
タシステムの開発
（学）早稲田大学理工学術院
沿岸シラスの最適漁場探索
支援ツールの開発
（独）水産総合研究センター
種苗生産の早期安定化と放
流効果の正確な判定によるク
ルマエビ類の栽培技術の高
度化
愛知県農林水産部水産課
遊休クルマエビ養殖池を活用
したアサリ増養殖技術の開発
山口県水産研究センター

13:00
▼

17:00

農林水産業・食品産業
科学技術研究推進事業
研究成果発表会2014
カラーピーマンの光照射追熟
技術を利用した増収栽培技術
の開発
山形県庄内総合支庁農業技
術普及課
涼しい夏を活かす！ 国産夏秋
イチゴ安定多収技術の開発・
実証
（独）農研機構東北農業研究
センター
化学農薬のみに頼らないオオ
バ病害虫の総合的病害虫防
除技術
高知県農業技術センター
キサントモナス属細菌病害に広
く効果がある微生物剤の開発
（独）農研機構中央農業総合
研究センター
養液栽培における高温性水
媒伝染病害の安全性診断
愛知県農業総合試験場
カキ栽培の軽労・省力化技術
の開発
奈良県農業研究開発センター
地球温暖化に対応したビワ新
品種「はるたより」の開発と温
暖化進行後の適地変化予測
長崎県農林技術開発センター
気象変動に強く大幅省力化が
可能なニホンナシ自家和合性
品種の結実管理技術開発
新潟県農業総合研究所園芸
研究センター
地球温暖化に対応したブドウ
およびウメ新品種の開発と温
暖化に伴う適地変化予測
（独）農研機構果樹研究所
性フェロモンを用いてヒメボ
クトウのリンゴ、ナシへの被
害を減らす
（国）千葉大学大学院
世界的に貴重な遺伝資源を
活かしたチューリップ新品種
の育成と新規需要の創出
富山県農林水産総合技術セ
ンター

10:20
▼

12:00

農林水産業・食品産業
科学技術研究推進事業
研究成果発表会2014
農林水産業・食品産業科学技
術研究推進事業研究成果発
表の説明
農林水産省技術会議事務局
研究推進課産学連携室
下水灰の肥料用原料化技術
の開発研究
（国）名古屋大学大学院
越冬栽培を基軸としたコン
ニャク低コスト生産マニュア
ルの策定
群馬県農業技術センター
中山間地域の茶業活性化に
資する茶品種とその利用技
術の開発
宮崎県総合農業試験場
減災対策を目的とした「豪雨
時のため池の貯水位予測シ
ステム」
（独）農研機構農村工学研究所

アグリビジネス
フォーラムセミナー

【アグリビジネスフォー
ラム基調講演】
機能性食品を科学する

・野生種トマトの保有す
る様々な機能性、遺伝資
源としての有用性

（玉川大学）

・農林水産業の高付加価
値成長戦略を担う6次産
業化ビジネス

（東京農業大学）

・ICT養液土耕栽培支援
システム「ZeRo.agri」

（明治大学）

・エビ・カニを捕食する魚
類から単離されたキチン
質分解酵素遺伝子

（日本大学）

・モウセンゴケ属の種分
化と日本産種にみられる
抗アレルギー効果

（東海大学）

15:05
▼

17:00

セミナー１

農林水産研究の
今後の展開
　農林水産技術会議
　事務局技術政策課

10:10
▼

10:50

講演　異分野融合
先導・革新的人工核酸結合タ
ンパク質を用いたウイルス不
活性化技術の確立と社会実装

（国）岡山大学大学院

農業分野の情報インフラの構
築とウェブサービス

（国）名古屋大学大学院

13:00
▼

14:00

基調講演１

産学官連携による
農林水産業への
挑戦
～強みと身近なチャン
　スを活かすには～
　（株）ヒューマン・
　キャピタル・マネジメント
　代表取締役社長

　土井 尚人 氏

復興支援
「食料生産地域再生のための先
端技術展開事業」の概要
農林水産省農林水産技術会議
事務局研究推進課
震災からの復興のための生産
現場での取組と課題（宮城県に
おける土地利用型農業）
（有）耕谷アグリサービス
宮城県における土地利用型営
農技術の実証研究
（独）農研機構　東北農業研究
センター
岩手県の中山間地域における
施設園芸技術の実証研究
岩手県農業研究センター
福島県における花き栽培技術
の実証研究
（独）農研機構　花き研究所
岩手県におけるサケ生産技術
の実証研究
（独）水産総合研究センター東
北区水産研究所
震災からの復興のための生産
現場での取組と課題（カキ養殖
業の現場での取組）
宮城県漁業協同組合塩釜市浦戸支所
宮城県におけるカキ養殖技術
の実証研究
（独）水産総合研究センター東
北区水産研究所

13:00
▼

14:30

13:00
▼

13:25

セミナー3
革新的技術緊急展開事業の
紹介
（独）農研機構「革新的技術実
証事業」運営委員会
海外輸出に対応できる日本茶
生産体系の実証研究
（独）農研機構野菜茶業研究所
栽培施設リノベーションと６次
産業化による攻めのイチゴ生
産実証
山口県農林総合技術センター
地域間連携による低投入型・
高収益施設野菜生産技術体
系の実証
徳島県立農林水産総合技術
支援センター
寒地畑作地域における省力技
術体系とITC活用を基軸とし
たスマート農業モデルの実証
（独）農研機構北海道農業研
究センター
暖地における原料用かんしょ
と加工用露地野菜の大規模
機械化生産体系の確立
（独）農研機構九州沖縄農業
研究センター

（民間実用化研究促進事業）
緑化用培養スナゴケの大規
模栽培と利用技術
（株）明豊建設

14:10
▼

16:15

講演　異分野融合
医学・栄養学との連携による
日本食の評価

（国）京都大学大学院医学研究
科　特定助教　池田 香織 氏

11:40
▼

12:10

講演　異分野融合
農林水産物由来物質とナノカーボンの“ナノ・ナノ”コンビ
ネーションと応用

（国）信州大学先鋭領域融合研究群カーボン科学研究所特
別特任教授　遠藤 守信 氏

シンポジウム
農林水産物の機能性表示
について
消費者庁食品表示企画課
食品表示調査官　
塩澤 信良 氏

（独）農研機構　食品総合研
究所　所長　大谷 敏郎 氏
機能性表示に向けた取組
について
三ヶ日町農業協同組合　
代表理事組合長　
後藤 善一 氏
JAかごしま茶業（株）　
代表取締役専務　
酒瀬川 洋児 氏

10:20
▼

12:20

セミナー2
「強み」のある農畜産物づくりセミナー
～マーケットイン型の品種・技術開発で
　「強み」のある農畜産物を生み出す～
農林水産省大臣官房政策課技術調整室

新品種で拓く地域農業の未来
～食農連携を実践的に進めるポイント～
(独)農研機構中央農業総合研究センター
農業経営研究領域主任研究員　後藤 一寿 氏

「醤油醸造に適した大豆『こがねさやか』の栽培と
商品開発に向けた取組」
ヒガシマル醤油（株）業務部長　中田 佳幸 氏

（株）高田商店営業総務統括部長　高部 正温 氏

加工業務用需要に対応した機械化一貫体系による
キャベツ生産の実現
彩喜（株）取締役社長　木村 幸雄 氏
(独)農研機構北海道農業研究センター
大規模畑作研究領域主任研究員　若林 勝史 氏

11:00
▼

12:20

パネルディスカッション

攻めの農林水産
業を支える知の
集積について

10:30
▼

11:30

基調講演２

データ駆動型イノベーションと
農林水産業
　（国）東京大学先端科学技術研究センター　教授　

森川 博之 氏

出展者交流会
17：40～20：00

11.12 (Wed.) 11.14 (Fri.)11.13 (Thu.)
セミナールームCセミナールームBセミナールームＡメインステージセミナールームCセミナールームBセミナールームＡ

セミナールームD セミナールームE セミナールームD セミナールームE

メインステージセミナールームCセミナールームBセミナールームＡメインステージ
9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

9:45▶10:00

□ 農業 □ 林業 □ 漁業 □ 畜産業
□ 電気・電子 □ バイオ □ 建築・土木 □ 食品製造 
□ 生産資材　  □ その他製造 □ 情報通信・ソフトウェア □ 放送・出版・マスコミ　
□ 商社・卸売・小売 □ 保険・金融 □ 公的研究機関　  □ 調査・コンサルティング 
□ 大学・高等専門学校（学生以外） □ 医薬・医療　 □ サービス □ 官公庁 
□ 学生 □ その他（　　　   ）

□ 新技術・研究成果の情報収集 □  興味のある出展者のブースを訪れる
□ 共同研究・開発のパートナーを見つける　　 □ 事業提携先・取引先を見つける 
□ 抱えている課題を解決できそうな技術シーズをみつける □ 農林水産省が行っている事業に興味がある 
□ 基調講演セミナー等のイベントに参加する □ 手持ちの技術シーズの売り込み 
□ コーディネーターに相談する　　 □ 資金提供先を見つける 
□ その他（  ）

業 種

□ 農業・資材 □ 林業 □ 水産 □ 畜産 
□ 建築・土木工業 □ IT □ ロボット □ 食品 
□ 環境計測 □ 環境保全 □ エネルギー □ バイオマス利活用 
□ 医療・医薬 □ 連携・技術移転の支援 □ 人材育成 □ 研究費支援 
□ 知的財産活用支援 □ 地域支援

アグリビジネス創出フェアで見たい分野(シーズ)は何ですか？

来場の目的

各種ご案内について
個人情報は今後のアグリビジネス創出フェアのご案内及び主催者からの各種案内以外は使用せず、事務局及び主催
者にて厳重に管理いたします。これらのご案内を希望されますか。
□ 希望する　　　□ 希望しない

次年度以降、大学、地方公共団体、独立行政法人等の研究機関で出展をご希望の方
□ 出展募集案内の送付を希望する　　　□ 出展募集案内の送付を希望しない

キ
リ
ト
リ
線

フェア公式HPより来場事前登録を行っております。
是非ご利用ください。 （https://www.agribiz-regist.com/）

イベント情報

基 調 講 演

セ ミ ナ ー

シ ン ポ ジ ウ ム

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

復 興 支 援

表 彰

農 林 水 産 業 ・ 食 品 産 業 科 学 技 術 研 究
推 進 事 業 研 究 成 果 発 表 会 2014

講 演 　 異 分 野 融 合

（独）水産総合研究センター東北区水産研究所　沿岸漁業資源研究センター長　堀井 豊充 氏

基調講演1 13:00 ▶ 14:0011.12 (Wed.) 13:00 ▶ 14:5511.13 (Thu.)

基調講演2 10:30 ▶ 11:3011.14 (Fri.)

産学官連携による
農林水産業への挑戦
～強みと身近なチャンスを活かすには～

株式会社ヒューマン・キャピタル・マネジメント
代表取締役社長　土井 尚人 氏

メインステージ

メインステージ

13:00 ▶ 14:3011.14 (Fri)
セミナールームD

13:00 ▶ 17:0010:20 ▶ 12:0011.13 (Thu.)
セミナールームB

13:00 ▶ 17:0010:20 ▶ 12:0011.14 (Fri)
セミナールームB

セミナールームD

データ駆動型イノベーションと
農林水産業

（国）東京大学先端科学技術研究センター
　教授　森川 博之 氏

農林水産研究の
今後の展開

革新的技術緊急展開事業セミナー

東日本大震災からの復興を
支援する研究開発の取組と課題
～復興庁及び農林水産省の先端技術展開事業を事例として～

13:00 ▶ 13:2511.13 (Thu.)
セミナールームE

革新的人工核酸結合
タンパク質を用いたウイルス対策技術の確立と社会実装

14:20 ▶ 16:3011.12 (Wed.)
メインステージ

平成26年度（第15回）民間部門農林水産研究開発功績者表彰
平成26年度（第10回）若手農林水産研究者表彰

農林水産省農林水産技術会議事務局技術政策課

農林水産省大臣官房政策課技術調整室

（独）農研機構　「革新的技術実証事業」運営委員会

　（国）岡山大学大学院自然科学研究科　教授　世良 貴史 氏

13:35 ▶ 14:0011.13 (Thu.)
セミナールームE

農業分野の情報インフラの
構築とウェブサービス

（国）名古屋大学大学院情報科学研究科　教授　北 栄輔 氏

11:40 ▶ 12:1011.14 (Fri)
メインステージ

農林水産物由来物質と
ナノカーボンの“ナノ・ナノ”コンビネーションと応用

食品の新たな機能性表示制度の方向性について

農林水産物における機能性表示について

機能性表示に向けた取組について

「食料生産地域再生のための先端技術展開事業」の概要

震災からの復興のための生産現場での取組と課題
（宮城県における土地利用型農業）

宮城県における土地利用型営農技術の実証研究

岩手県の中山間地域における施設園芸技術の実証研究

福島県における花き栽培技術の実証研究

岩手県におけるサケ生産技術の実証研究

震災からの復興のための生産現場での取組と課題
（カキ養殖業の現場での取組）

宮城県におけるカキ養殖技術の実証研究

（国）信州大学先鋭領域融合研究群カーボン科学研究所　特別特任教授　遠藤 守信 氏

消費者庁食品表示企画課　食品表示調査官　塩澤 信良 氏

農林水産省農林水産技術会議事務局研究推進課

（有）耕谷アグリサービス　代表取締役　大友 清康 氏

（独）農研機構　東北農業研究センター　生産基盤研究領域長　湯川 智行 氏

岩手県農業研究センター　技術部南部園芸研究室長　川村 浩美 氏

（独）農研機構　花き研究所　花き研究領域上席研究員　福田 直子 氏

宮城県漁業協同組合塩釜市浦戸支所　浅海養殖専門技術指導員　後藤 邦雄 氏

（独）水産総合研究センター東北区水産研究所　特任部長　神山 孝史 氏

（独）農研機構　食品総合研究所　所長　大谷 敏郎 氏

三ヶ日町農業協同組合　代表理事組合長　後藤 善一 氏
JAかごしま茶業株式会社　代表取締役専務　酒瀬川 洋児 氏

13:00 ▶ 13:2511.14 (Fri)
セミナールームE

医学・栄養学との連携による
日本食の評価

（国）京都大学大学院医学研究科　特定助教　池田 香織 氏

農林水産物の機能性表示について

11:00 ▶ 12:2011.12 (Wed.)
メインステージ

攻めの農林水産業を支える知の集積について
～オランダのフードバレーを参考とした今後の取組～

10:10 ▶ 10:5011.12 (Wed.)
メインステージ

「強み」のある農畜産物づくり
～マーケットイン型の品種・技術開発で
　「強み」のある農畜産物を生み出す～

10:20 ▶ 12:2011.13 (Thu.)
メインステージ

13:00 ▶ 15:0011.12 (Wed.) セミナールームB

14:45 ▶ 17:0011.13 (Thu.) セミナールームE

14:10 ▶ 16:1511.14 (Fri) セミナールームE

　大学発ベンチャーや企業の新規事業などを生み
出す現場では、身近なチャンスに気付く仕組みを作
り、「顧客とは誰か」を明確にし、「強み」を活かしたも
のが成功しています。本講演では、その秘訣につい
て解説いただきます。

　産業・経済・社会構造の変革を推進する起爆剤が
「データ」です。本講演では、データが農林水産業を
含むあらゆる産業セグメントにおいて生産性を高め
付加価値を創出することができることについて解説
いただきます。

1

2

3

Facebook
最新情報はフェア公式ウェブサイトにてご確認ください。

http://agribiz-fair.jp/



登録受付 Map

食ゾーン

人ゾーン

生産ゾーン

環境ゾーン

地域ゾーン

1-Day

11/13（木）11/12（水）
13-A （国）東北大学
13-B 「熟ビーフ」連絡会
13-C NPO法人
 DNA鑑定学会

12-A 広島大学大学院
 生物圏科学研究科
12-B （有）ヤマ吉

1-Day 出展

インフォメーション

セミナールームE

セミナールームD

コーディネーター
カウンター

コーディネーター
カウンター

農林水産省
ブース

セミナールームC

セミナールームA セミナールームB

メインステージ

生44-01生44-01生44-02生44-02

生44-08生44-08 生44-09生44-09
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生44-11生44-11 生44-12生44-12
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生28生28 生29生29

生36生36主②主②

主①主①

生02生02生01生01 生03生03

生04生04生06生06 生05生05生07生07生08生08生10生10 生09生09生11生11

生12生12 生13生13 生14生14 生15生15 生16生16 生17生17 生18生18

地01地01

地03地03地02地02

地04地04

地05地05地06地06

地14地14 地13地13地15地15

地07地07地08地08

地09地09 地10地10 地11地11

地12地12地16地16

地18地18地19地19

食01食01 食02食02 食04食04食03食03

食05食05食06食06食07食07食08食08食11食11 食10食10 食09食09

食14食14

食13食13 食12食12

食15食15 食17食17 食18食18食16食16 食21食21 食22食22食19食19 食20食20

食27食27

食23食23

食26食26

食24食24

食30食30 食28食28

食25食25

食29食29食33食33 食31食31食32食32

食36食36

食34食34食35食35

食39食39食37食37 食38食38 食40食40 食41食41 食42食42 食43食43

人02人02
人03人03

人04人04

人05人05

人06人06 人09人09 人10人10

人01人01環01環01

環02環02環04環04 環03環03

環05環05環06環06環10環10 環09環09

環12環12

環11環11 環17環17環08環08

環13環13 環14環14

環07環07

環15環15 環16環16

AA BB CC

（独）農研機構
本部

（独）農研機構
生物系特定産業
技術研究支援センター

（独）農研機構　本部
（震災復興研究）

『農地の物理的除染技術体系グループ』
（独）農研機構　中央農業総合研究センター・
生物系特定産業技術研究支援センター・
農村工学研究所・畜産草地研究所・
東北農業研究センター・

（独）農業環境技術研究所・
福島県農業総合センター

（独）農研機構　
北海道農業研究センター

（独）農研機構　
近畿中国四国農業研究センター

（独）農研機構　
野菜茶業研究所

（独）農研機構　
農村工学研究所

（独）農研機構　
東北農業研究
センター

（独）農研機構　
作物研究所

（独）農研機構　
果樹研究所

（独）農研機構　
花き研究所

（独）農研機構　
畜産草地
研究所

（独）農研機構　
動物衛生研究所

（独）農研機構　
中央農業総合
研究センター

もみ殻循環プロジェクトチーム
【富山県立大学　JAいみず野　射水市　
（一社）地域環境資源センター　
北陸ポートサービス（株）　
協力：（学）早稲田大学】

（国）東京農工大学

オリオン機械（株）

（国）信州大学
農学部

（国）九州大学　農学研究院長崎県農林技術
開発センター

（公）大阪府立大学
植物工場研究センター

（国）山梨大学

栃木県 （株）同位体
研究所

（一社）
ALFAE

島根県産業技術センター
/（学）早稲田大学産学官研究
推進センター/大福工業（株）

島根県産業技術センター
/松江土建（株）

（国）
富山大学

（国）宇都宮大学ユビキタス環境
制御システム研究会

（国）東京工業大学　
田中・生駒研究室

（独）種苗管理センター

（独）農業生物資源研究所

千葉県農林総合
研究センター

全国KOSEN　
ICT農業研究ネットワーク

静岡アグロ
スコープ協議会

東京都農林
総合研究センター

（株）ルミナス
ジャパン

（国）千葉大学 （地独）大阪府立環境
農林水産総合研究所

（株）ケーナイン
ラボ

NPO法人
産学連携学会

ATP迅速
検査研究会

全国イノベーション
推進機関ネットワーク

（独）製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター

地域産学連携コンソーシアム 農林水産・
食品産業
技術振興協会

（独）
農研機構　
生物系
特定産業
技術研究
支援センター

（独）農研機構
食品総合研究所

（国）岡山大学　革新的ウイルス対策技術　
事業化・普及プロジェクト

アイシン共聴開発（株）・
（国）東京海洋大学

（公）
石川県立大学

（独）水産総合研究センター（公財）静岡県産業振興財団　
フーズ・サイエンスセンター

（公）秋田県立大学（有）植物育種研究所
（北海道大学ベンチャー）

（株）雪国まいたけ
/（学）新潟薬科大学
/（学）中部大学

（公）長崎
県立大学

NPO法人
食事療法
サポートセンター

（独）水産大学校
アグリビジネス
フォーラム

【玉川大学】

アグリビジネスフォーラム【明治大学】

アグリビジネスフォーラム
【東海大学】

（学）麻布大学
研究推進・支援本部

（国）新潟大学　
地域連携フード
サイエンスセンター

（独）国際農林水産業
研究センター

埼玉大麦食品
普及・食のモデル
地域実行協議会

（国）佐賀大学

含気調理
食品（株）

（国）
山口大学

（株）
イイノ研

（学）明星大学アグリビジネスフォーラム
【首都圏農学系私立五大学】

アグリビジネス
フォーラム

【日本大学】

（国）宮崎大学一丸ファルコス（株）/
（国）宮崎大学/
（学）崇城大学

大森ヘルス
ケア（株）

（国）北見
工業大学

旭川食品産業
支援センター

（国）香川大学 （株）味きっこう H・P未来産業
創造研究会

（株）食の
科学舎

（独）高齢・障害・求職者
雇用支援機構

（国）弘前大学　
地域共同研究センター（学）近畿大学（学）

立命館大学
NPO法人
未利用資源
事業化研究会

（国）東京大学　
大槌イノベーション協創事業　事業本部

（学）京都産業大学 （国）琉球大学

（国）高知大学（学）昭和大学医学部
顕微解剖学教室

（株）LIKE TODO 
JAPAN製薬

（有）へちま
産業

（一社）
日本オリーブ
普及協会

（国）東京
海洋大学

（国）三重大学　
社会連携研究センター　
伊賀研究拠点／
伊賀市菜の花プロジェクト
推進協議会

（国）岩手大学

三重県農業
研究所

（学）八戸
工業大学

（株）ヘルスケアシステムズ

（国）島根大学農林水産業の
六次産業化プロジェクトセンター

宮崎県農協果汁（株）/（国）宮崎大学/（学）崇城大学 アグリビジネスフォーラム【東京農業大学】
（公財）かずさDNA研究所
（生体物質解析センター）

（公）大阪府立大学（工学研究科
／生物資源開発センター）

沖縄工業高等専門学校

宮城県
農業・園芸
総合研究所

（独）理化学研究所

環境農業資材協議会
（独）森林総合研究所

（株）リバネス須坂市スマートアグリ
ソーラー研究会NPO法人

元氣農業開発機構

（一社） 日本有機資源協会（一社） 海外環境
協力センター

（公）石川
県立大学

（国）信州大学　
工学部　
物質工学科　
酒井研究室

（地独）岩手県
工業技術センター

（独）農業環境技術研究所 （国）九州大学大学院　機械工学部門　
スマート熱システムプロジェクト

（国）鹿児島大学　
農学部

（株）農学研センター

（公財）高知県
産業振興センター

日本
弁理士会

NPO法人ぐんまテクノサポーターズ

隠岐の島町
商工会

（国）東京大学　国際情報農学研究室/
水利環境工学研究室

神奈川県

（国）和歌山大学（国）岡山大学
農学部

奈良県農業研究開発センター

静岡県畜産技術研究所

（国）岐阜大学

（国）名古屋大学ICT活用農業　
事業化・普及プロジェクト攻めのイチゴ生産実証コンソーシアム

 ＆ 施設園芸省エネ協議会

（国）三重大学大学院
生物資源学研究科

（公財）かずさDNA研究所
（DNA解析センター）

（公財）高知県産業振興センター
/高知工科大学（学）新潟薬科大学

産学官連携推進センター

（独）家畜
改良センター

食料生産地域
再生のための
先端技術
展開事業

攻めの農林水産業の
実現に向けた革新的
技術緊急展開事業

お問合せ先：アグリビジネス創出フェア2014事務局（株式会社フジヤ内）
〒135-0061 東京都江東区豊洲5-6-36　SIA豊洲プライムスクエア3F
TEL：03-3533-5223　FAX：03-5548-2838　E-mail：agribiz-ex@fujiya-net.co.jp 
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食16
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食21
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食28
食29
食30
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もみ殻循環プロジェクトチーム【富山県立大学　JAいみず野　射水市　
（一社）地域環境資源センター　北陸ポートサービス（株）　協力：（学）早稲田大学】
（国）東京農工大学
（独）家畜改良センター
オリオン機械（株）

（国）信州大学農学部
（国）九州大学　農学研究院
長崎県農林技術開発センター

（公財）高知県産業振興センター/（公）高知工科大学
（学）新潟薬科大学　産学官連携推進センター
（公）大阪府立大学　植物工場研究センター
（国）山梨大学
栃木県

（株）同位体研究所
（公財）かずさDNA研究所（DNA解析センター）
（国）三重大学大学院生物資源学研究科
（一社）ALFAE
（国）富山大学
島根県産業技術センター/（学）早稲田大学産学官研究推進センター/大福工業（株）
島根県産業技術センター/松江土建（株）

（国）岐阜大学
（国）名古屋大学ICT活用農業　事業化・普及プロジェクト
攻めのイチゴ生産実証コンソーシアム ＆ 施設園芸省エネ協議会

（国）宇都宮大学
ユビキタス環境制御システム研究会
静岡県畜産技術研究所

（国）東京工業大学　田中・生駒研究室
（独）種苗管理センター
千葉県農林総合研究センター
全国KOSEN　ICT農業研究ネットワーク
静岡アグロスコープ協議会
東京都農林総合研究センター

（株）ルミナスジャパン
（国）千葉大学
（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所
宮城県農業・園芸総合研究所

（独）理化学研究所
NPO法人元氣農業開発機構
神奈川県

（国）和歌山大学
奈良県農業研究開発センター

（国）岡山大学農学部
（独）農業生物資源研究所
（独）農研機構　本部
（独）農研機構　中央農業総合研究センター
（独）農研機構　農村工学研究所
（独）農研機構　動物衛生研究所
（独）農研機構　東北農業研究センター
（独）農研機構　畜産草地研究所
（独）農研機構　作物研究所
（独）農研機構　北海道農業研究センター
（独）農研機構　近畿中国四国農業研究センター
（独）農研機構　野菜茶業研究所

（独）農研機構　花き研究所
（独）農研機構　果樹研究所
（独）農研機構　本部　（震災復興研究）
『農地の物理的除染技術体系グループ』
（独）農研機構　中央農業総合研究センター・
生物系特定産業技術研究支援センター・農村工学研究所・畜産草地研究所・
東北農業研究センター・（独）農業環境技術研究所・福島県農業総合センター

（独）農研機構　生物系特定産業技術研究支援センター

（株）ケーナインラボ
（独）農研機構　食品総合研究所
（国）岡山大学　革新的ウイルス対策技術　事業化・普及プロジェクト
アイシン共聴開発（株）・（国）東京海洋大学

（公）石川県立大学
（独）水産総合研究センター
（公財）静岡県産業振興財団 フーズ・サイエンスセンター
（公）秋田県立大学
（有）植物育種研究所（北海道大学ベンチャー）
（株）雪国まいたけ/（学）新潟薬科大学/（学）中部大学
沖縄工業高等専門学校

（公）長崎県立大学
NPO法人食事療法サポートセンター

（独）水産大学校
（公財）かずさDNA研究所（生体物質解析センター）
（公）大阪府立大学（工学研究科／生物資源開発センター）
アグリビジネスフォーラム【玉川大学】
アグリビジネスフォーラム【明治大学】
アグリビジネスフォーラム【東海大学】

（学）麻布大学　研究推進・支援本部
（国）新潟大学　地域連携フードサイエンスセンター
（独）国際農林水産業研究センター
埼玉大麦食品普及・食のモデル地域実行協議会

（国）佐賀大学
含気調理食品（株）

（国）山口大学
（株）イイノ研
（学）明星大学
アグリビジネスフォーラム【首都圏農学系私立五大学】
アグリビジネスフォーラム【東京農業大学】
アグリビジネスフォーラム【日本大学】

（国）宮崎大学
宮崎県農協果汁（株）/（国）宮崎大学/（学）崇城大学
一丸ファルコス（株）/（国）宮崎大学/（学）崇城大学

（国）島根大学農林水産業の六次産業化プロジェクトセンター
大森ヘルスケア（株）

（国）香川大学
（株）味きっこう
H・P未来産業創造研究会

（株）食の科学舎
三重県農業研究所

（株）ヘルスケアシステムズ
（学）八戸工業大学

食ゾーン

生産ゾーン

環01
環02
環03
環04
環05
環06
環07
環08
環09
環10
環11
環12
環13
環14
環15
環16
環17

地01
地02
地03
地04
地05
地06
地07
地08
地09
地10
地11
地12
地13
地14
地15
地16
地18
地19

人01
人02
人03
人04
人05
人06
人09
人10

12A
12B
13A
13B
13C

（独）森林総合研究所
（株）リバネス
須坂市スマートアグリソーラー研究会
環境農業資材協議会

（一社）日本有機資源協会
（一社）海外環境協力センター
（国）東京大学　国際情報農学研究室/水利環境工学研究室
（公）石川県立大学
（国）信州大学　工学部　物質工学科　酒井研究室
（地独）岩手県工業技術センター
隠岐の島町商工会

（独）農業環境技術研究所
（国）九州大学大学院　機械工学部門　スマート熱システムプロジェクト
NPO法人ぐんまテクノサポーターズ

（国）鹿児島大学　農学部
（株）農学研センター　
（公財）高知県産業振興センター

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構
（国）東京海洋大学
（国）三重大学　社会連携研究センター　伊賀研究拠点／伊賀市菜の花プロジェクト推進協議会
（国）岩手大学
（国）弘前大学　地域共同研究センター
（学）近畿大学
（学）立命館大学
NPO法人未利用資源事業化研究会

（国）東京大学　大槌イノベーション協創事業　事業本部
（学）京都産業大学
（国）琉球大学
（国）高知大学
（学）昭和大学医学部顕微解剖学教室
（株）LIKE TODO JAPAN製薬
（有）へちま産業
（一社）日本オリーブ普及協会
（国）北見工業大学
旭川食品産業支援センター

NPO法人産学連携学会
地域産学連携コンソーシアム
農林水産・食品産業技術振興協会

（独）農研機構　生物系特定産業技術研究支援センター
ATP迅速検査研究会
全国イノベーション推進機関ネットワーク

（独）製品評価技術基盤機構バイオテクノロジーセンター
日本弁理士会

（国）広島大学大学院生物圏科学研究科
（有）ヤマ吉
（国）東北大学
「熟ビーフ」連絡会
NPO法人DNA鑑定学会

人ゾーン

地域ゾーン

1-Dayゾーン

出展者名は平成26年10月14日現在のものです。

都心方面 台場出口から約5分高速11号台場線

豊洲出口から約5分高速10号晴海線
横浜・羽田方面

臨海副都心出口から約5分高速湾岸線

新木場駅 下車徒歩
約7分国際展示場駅 東京

ビッグサイト

約5分

大崎駅

りんかい線

ゆりかもめ

バス

約13分

下船徒歩
約2分

東京駅八重洲口
（東16系統、豊洲駅前経由）

東京駅丸の内南口
（都5系統、勝どき駅前経由）

門前仲町駅
（門19系統、豊洲駅前経由）

浜松町駅

約40分

約40分

約30分

約40分

豊洲出口から約5分高速10号晴海線千葉・葛西方面
有明出口から約5分高速湾岸線

新橋駅 下車徒歩
約3分国際展示場

正門駅
東京

ビッグサイト

東京
ビッグサイト

有明客船
ターミナル

日の出桟橋
（浜松町駅から徒歩約7分）

東京
ビッグサイト

東京
ビッグサイト

約22分

豊洲駅 約8分
横浜駅東口 東京ビッグサイト約50分

約25分

羽田空港

成田空港

東京ビッグサイト

東京ベイ有明ワシントンホテル
（東京ビッグサイトまで徒歩約3分）

※イベント開催時のみ運行の便もありますので、ご確認ください。

都営バス

kmフラワーバス

約25分

約60分
※大崎駅よりＪＲ埼京線相互直通運転。国際展示場駅から渋谷
（約20分）、新宿（約25分）、池袋（約31分）、大宮（約56分）、川
越（約78分）の各駅を直接結びます。

空港バス（リムジンバス・京急バス）

直行バス（京急バス）

水上バス

車 ※首都高速ご利用の場合

西4ホール

西3ホール

環境ゾーン

コーディネーターがツアーコンダクターと
なり、来場者とともに出展ブースを訪問。ツ
アーテーマに沿って技術シーズの解説を
行います。

農林水産・食品産業分野の研究や産学連
携業務で活躍中の専門家が常駐し、皆様の
御要望を踏まえたマッチングの支援をいた
します。お気軽にご相談ください。

コーディネーターカウンター マッチングサポートツアー・全国から最新の研究成果や技術を展示！
・出展者が展示内容を紹介する技術・研究プレゼンテーションを実施！
・専門性・地域性を備えたコーディネーターによるマッチング支援！


